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オ ウ ト ウ の 台 木 に 関 す る試 験

第 1報 幼木の台木別根群分布調査

鈴 木 清 吉・奥 山 仁 六 。中 村 善一郎
(山 形県口試)

1ま え が き

山形県におけるオウトウの栽培面積と生産量を,昭和

42年度の農林統計で見ると,成木園が 657わα,未成木園

308■,計 965″αで,国内栽培面積の53%を占め,また

生産量では 6,240t∞で,国内生産量 8,49010nの 735%
を生産している。これを昭和30年から10年間の推移でみ

ると,裁培面積では4倍に達しているが,生産量は立枯

れや風で倒れ,枯死するものが多いことなとから,栽培

面積ほどには伸びていないのが現状である。オウトウが

立枯れや風で倒れやすい原因として,台木が大きく関係

しているように思われる。台木としては,従来から使わ

れている青業桜台の他に,最近はマンヽレブ台やマザード

台が利用されるようになってきた。しかしこれらの台木

について,根群分布の状況や,根の性質についてはあま

り知られていないので,それらの関係を明らかにし,栽

培の安定をはかるため,今回は主として幼木の台木別根

群分布について調査を行なったので,第 1報としてその

結果を報告する。

2調 査 方 法

1 調査条件
昭和40年秋植栽のナボレオン3年生樹で,台木として

青葉桜,マ ′ヽレブ,マザードの3種を用い,供試本数は

供 試 園 場 の 土 壌 分 析

各 3本ずつ使用した。掘取月日は,昭和42年 11月 7日 か

ら20日 まで行なった。また供試ほ場の上嬢については第

1表のとおりである。

2 調査方法
に)地上部については,台木別に幹長,幹周,樹のFA
がり,樹勢,接着部のゆ合の状態ならびに地上部の総重

量について調査を行なった。

121 地下部については,樹幹を中心として水平的に,

幹の中心より半径 0～ 1れ , 1～ 2π , 2～ 3λ の同心

円をつくり,その範囲内で垂直的には,地表下 0～20

`π
, 20-40Cπ , 40～60け, 60-80銅, 80～ 100師 ,  100

Cπ以上の 6層にわけて根群の水平的および垂直的分布

を,量的測定することに主眼をおき調査した。さらに垂

直的に深さ 100θπ以上伸びている限については,追跡掘

りを行なった。

は)取 りあげた根は,水洗いして■Fpを落とし,日 蔭
で水を切ったのちに根の大きさ別に,大根 (直径 10C"

以上),中根 (10～ 05θ″),小根 (05～ 0 2Cπ ),

細根 (02m以下)に分けて生体重を測定した。

3調 査 結 果

1 地上部の生育状況
各台木とも,幹長,幹周,樹の広がり,樹勢,接着部

のゆ合ではほとんと台木間の差がなく,地上部の総重量

表第

層位

採 取

部 位

粒 径 組 成  (%) pH
Yl
置換性塩基 (彬 /100′ )

粗 砂 細 砂 壌 土 粘 土 土 性 H20 KCl Ca lヽg K

1

2

3

4

5

`物0-7
7～23

23-44

44-73

73～

98
113
21
08
29

65 2

64 5

73 0

39 5

77 4

126
123

139
39.8

■ 4

12 6

11 9

11 0

199

83

FSL
FSL
FSL
CL
FSL

59
57
59
57
59

41
39
42
43
43

27
53
12
07
0.9

75
65
11 5

15 6

84

25
21
33
65
32

09
02
06
08
06
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第 2表  根の水平的および垂直的分布

で青葉桜台が,わずかに多い傾向を示した。        的分布の関係からみると第2表のようになる。
2 根群の量的分布                  青集桜台では,地表下0～ 40C2に総根重の 8771%,

「
)根の水平的および垂直的分布            また水平的には,主幹よりの水平距離0～ 12の範囲に
各台木別に根群の発達する傾向を,水平的および垂直  総根薫の 9769%が発達しており,比較的浅い層で,し

1)青 葉 桜 台

土 壌 の 深 さ

主  幹  よ り の 水 平 EE離

重 量 計 歩 合0～ 17 1～ 2π 2～ 3π

重  量 歩 合 重 量 歩 合 重 量 歩 合

0～ 20θz

20- 40

40～ 60

60- 80

80-100

100鍬以上

1,868. g I
1, 011.9

234.1

81.0

42. E

22.5

)). v6

30.31

7.0r
2.43

1.28

0. 68

21.09

26.4

23.7

o.1

063/
0 79

071

081

′ 1,889. g s
1,038.3

257.8

6?. 1

42.I
22.5

56 61

3110

7 72

261
1 28

0 68

十ならびに1
こ対する割

`

涎物
3,261 2 97.69 77 2 231 3,3384 10111

2)マ ハ ン プ 台

上 壌 の 深 さ

主  幹  よ り の 水 平 距 離

重 量 計 歩 合0～ lπ 1～ 2π 2～ 3171

重  量 歩 合 重 量 歩 合 重 量 歩 合

0- 20θ″

20～  40

40- 60

60～  80

80-100

100θπ以上

l, ?45.68

252.5

105.9

44.9

26.2

47.5

77.88 
%

11.27

4,73

2.00

1.17

2.12

n.68
7.6

0.5

0 47%

0 34

0 02

―
′ %

l,?56.2s
260. I
t06.4
44.9

26.2

47.5

7835

H61
4 75

2 00

117

212
計ならびに,
に対する割

眼重
:(%) 2,222 6 99 17 187 0 83 2,241 3 100 0

3)マ ザ ー ド台

土 壌 の 深 さ

主 幹  よ の 水 平 距 離

重 量 計 歩 合tJ-1nt 1～ 2π 2-3n
重  量 歩 合 重 量 歩 合 重 量 歩 合

0～ 20`π

20- 40

40- 60

60- 80

80-100

100Cπ以上

2,306.89
485.0

49.6

19.1

?.6
6.0

69 68

14 65

1 50

0 58

0 23

018

74.58

224.5

26.5

13.0

2 25%

6 78

0 80

0 39

20.0s
67.5

10.5

0 64%

2114

0 32

2,4f't 38
7??.0

86.6

32.1

7.6

6.0

72 53

24 47

2 62

0 97

0 23

018
らびに1
する割 啄 2,874 1 86 82 338 5 10 22 98 0 2 96 3,3106 100 0
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土壌の深さ 根幹 大根 中根 小根 細根 計

0-20`π

20- 40

40～ 60

60- 80

80～ 100

100cl・.1人■

%

100 0

- |

2

55 05

43 17

1 78

29 95

45 93

21 77

2 35

%

26 05

39 11

20 79

7 27

3 46

2 62

29 88

34 95

16 13

10 50

6 09

2 45

5661

3110

7 72

261

1 28

0 68

計(%) 100 0 100 0 100 0 100 0 1000 1000

第3表 根の大小と垂直的分布
1)青 葉桜 台

かも水平的には狭い範囲に集中して発達する傾向が強い

ようである。

マン`レブ台は,地表下60C″以上での発達割合を合計し
てみると,総根重の529%で青葉桜台やマザード台より
も分布率が高い。また水平的には, 0～ 17に総根重の
9917%を しめ,水平的な根の発達は劣るようである。

このことからもマ´ヽレブ台の根の発達は,水平的な発達
より垂直llに発達する傾向が強いようである。
マザード台は,垂直的に地表下60σπでの分布率が総根

第 4表 根の大小と水平的分布
1)青 葉桜 台

重の138%で低く,また水平的には, 0～ 1■ に総根重
の 8682%, 1～ 221022%,2～ 32296%と 水平
的な根の発達は青葉桜台やマンヽレブ台に比較して良い傾

向を示した。

2)根の大小と垂直的分布
根の大小と垂直的分布を,各台木別にみると第 3表の
とおりである。

青葉桜台は,大根が地表下 0～ 60Cπ,中根が 0～ 80Cπ
まで発達しており,60`″以上では小根と細根によって占

根 の 大 小
主幹からの水平距離

計
0-lπ 1～ 2π 2～ 3π

幹

根

根

根

根

根

大

中

小

細

24 76

38 80

9 82

12 48

11 83

0 42

1 89

%

24 76

38 80

9 82

12 90

13 72

計 (%) 97 69 231 100 0

2)マ バレブ台

土壌の深さ 根幹 大根 中根 小根 細根 計

0～ 20鍬

20- 40

40-60
60-80
80～ 100

100Cπ以上

100 0

%
84 88

日
-|

%

46 19

37 67

16 14

%

4462

17 00

2171

1027

3 25

315

34 66

15 66

11 59

10 72

8 82

18 55

78 35

1161

4 75

2 00

117

212

計(%) 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0

2)マハレブ台

根 の 大 小
主幹からの水平距離

計
l-lπ 1～ 2π 2～ 3π

幹

根

根

根

根

根

大

中

小

細

%

39 58

31 40

9 95

8 93

9 30

0 28

0 56

%

39 58

31 40

9 95

921

9 86

計 (%) 99 16 0 84 100 0

3)マザード台

土壌の深さ 根幹 大根 中根 小根 線 計

0-20θπ

20～ 40

40～ 60

611-80

80～ 100

100Cπ以上

%

100 0 83 71

16 29

5361

45 60

7 90

%

22 04

64 77

9 32

2 20

117

0 50

34 34

45 72

14 07

6 63

1 07

117

7253

24 47

2 62

0 97

0 23

018

計(%) 100 0 100 0 1000 1000 100 0 1000

3)マザード台

根 の 大 小
主幹からの水平距離

，
●

0-lπ 1～ 2π 2～ 3π

幹

根

根

根

根

根

大

中

小

細

35 04

26 97

15 02

431
5 48 好| 0 442 52

35 04

26 97

1731

8 07

11 61

計 (%) 86 82 10.22 2.96 100 0
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台 木 ,1
色 に
した時間

呼吸強度

1青 葉 桜
眸問47'32秒
57  15
47  10

強  い

2 マザード
47  10
52  04
43  10

強  い

3. -",- v / 1

2

3

1  07  20
1  05  50
1  05  30

弱  |ヽ

第 5表 呼  吸  強 度 を示している。

4 根の呼吸強度
各台木について,根の酸素要求度合を知るために,次

の方法により呼吸強度の測定を行なった。

まず井戸水を煮沸し無酸素状態にして,それに‰規定

の苛性ソーダを滴下してアルカリ性とし,さ らにフェノ

ールフタレンで微赤色に着色した。それを広ロビンに入

れ,これに新根 1′ を浸漬し,呼出する炭酸ガスによる

液の脱色所要時間をもって,呼吸の強度を判定した。そ

の結果は第 5表のとおりである。すなわち青簾桜台と
マ

ザード台は,ほぼ同じ時間を要したのに対し,マ ´`レブ

台は 1時間以上も脱色に要しており,こ のことは青葉桜

台やマザード合に比較し,呼吸強度が弱いものと考えら

オしる。

以上のことから,青葉桜台やマザード台は,マ ン`レブ

台に比して通気性を好み,浅い層に発達し,ま たマン`レ

ブ台は,青葉桜台やマザ~ド台よりも,深い層に発達し

ているものと思われる。

4ま  と  め

1 地上部の生育状況
青簾桜台は,地上部の総重量がわずかに多い傾向がみ

られたが,その他,地上部の生育にはほとんど差が認め

られなかった。

2 根群の分布と根の呼吸強度

青薬桜台は,総根豊でマザード台との差は少なかった

が,細根量は他の台木に比較して多く,しかもその大部

分が浅い層に集中して発達する傾向が強いようである。

マザード台は,これまで深根性であるといわれてきた

が,今回の調査結果では,垂直的な発達よりも水平的に

発達するlta向が強かった。

マン`レブ台木は,総根重や細根彙が他の台木に比較し

て少ないようである。また根群の分布は水平的な発達よ

りも,垂直的に発遣する傾向が強いことや,根の呼吸強

度が青業桜台やマザード台より弱いことなとから,マハ

レブ台の根は酸索要求度が少なく,耐水性に強いように

思われるが,こ の点については今後引き続き検討する予

定である。

められている。

マ′`レブ台では,大根が 0～ 40Cπ,中根が 0～60mま

でしか発達しておらず,青葉桜台に比較すると大根や中

根の発達が浅い傾向がみられる。しかし小根や細根の地

表下60`π以上での分布率をみると,マハレブ台は,小根

1667%,細根 3809%で青葉桜台やマザー ド台に比

べ,小根や細根の垂直的な発達が良いことがわかった。

マザード台では,大根と中根が地表下 0～40Cπまでし

か発達しておらず,小根や細根の発達は他の台木に比べ

て浅く,マデード台は青葉桜台やマンヽレブ台に比較 し

て,垂直的な発達は劣るようである。

13)根の大小と水平的分4i

根の大小と水平的分布は第 4表のように,青葉桜台

は,主幹からの水平距離 0～ 17の範囲に,大根と中根

のすべてが分布し,小根や細根は, 1～ 2π に多少分布

しており,この傾向はマンヽレブ台にも共通するようであ

る。

マザード台は,大根が青簾桜台やマハレブ台と同じよ

うに主幹から0～ 17に分布しているが,中根では 1～

2π に総根重の229%.小根と細根が 2～ 3π に296%

も分布しており,マザード台の小根や細根の水平的な発

達が良いことを示している。

3 生体重とT―R率
生体重のT― Rと台木との関係では,青莱桜台の 20

34と ,マザード台の 2043とは比較的近いT― R率を占

め,マ ′` レブ台においては 3075と高く,青葉桜台やマ

ザード台に比べ,地上部に対し根部の発育が少ないこと


